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●朝鮮民主主義人民共和国（北朝鮮）

4月の春の親善芸術祝典がオンライン
で開かれる

2021年12月1日付『朝鮮新報』によれ
ば、第32回4月の春の親善芸術祝典が
2022年4月10日～20日、オンラインで開
催されるとのことである。同祝典は記事
によれば「自主、平和、親善の理念に基
づき、世界各国の文化芸術人の間の親
善と団結、交流と協力を発展させること
を目的に2年に1回開かれてきた」そうだ。
同祝典のホームページは http://www.
uriminzokkiri.com/ASFAF とのことで
ある。

白馬獣医生物薬品研究所の
改修工事が終わる

2021年12月1日付『労働新聞』は、平
安北道で白馬獣医生物薬品研究所を改
修したことを伝えている。朝鮮労働党中央
委員会第8期第2回総会決定を体して獣
医防疫部門の物質的・技術的土台を強め
るために平安北道では新しい5カ年計画
の初年に研究所を改修近代化するための
目標の下で工事を推進した。道党委員会
の指導のもとに道農業経営委員会では、
生物薬品研究基地の特性に即して設計
を完成し、工事に必要な資材保障を先行
させるとともに力強い政治活動で大衆の
高揚した熱意を高調させた。同研究所で
は、改修に際して従業員の宿舎も新たに
建設し、構内の道路舗裝と数百株の果樹
と芝植えをおこない研究所の面ぼうを一新
させた。ケ・ミョンチョル平安北道農業経営
委員会委員長と関係者が改修された研
究所を見て回ったとのことである。

朝鮮労働党中央委員会第8期第5回
政治局会議開催

2021年12月2日付『労働新聞』によれ
ば、朝鮮労働党中央委員会第8期第5回
政治局会議が同月1日、平壌市の朝鮮労
働党中央委員会本部庁舎で開催された。

金正恩朝鮮労働党総書記が会議に出
席した。会議には、朝鮮労働党中央委員
会政治局常務委員会委員と党中央委員
会政治局委員、委員候補が出席した。会
議では朝鮮労働党中央委員会第8期第4

回総会の招集に関する問題を討議した。
金正恩総書記が会議を司会した。総書

記は、国の経済発展に依然として難関が
横たわっている中でも、丸一年間党中央の
正確な指導によって党第8回大会が決定
した主要政策課題が気迫あり、戦闘力あ
るものに推進されたことについて述べた。

総書記は、国家経済が安定的に管理
され、朝鮮労働党が重視する農業部門と
建設部門で大きな成果が収められたのを
はじめ、政治、経済、文化、国防部門な
ど国家事業の全般的な分野で肯定的変
化が起きたのはたいへん鼓舞的なことであ
ると述べ、この過程に各部門では今後の
発展に必要な貴重な経験を蓄積したと言
及した。

総書記はわれわれがおさめた成果は国
の経済発展と人民生活向上を目指す土
台を構築するために計画された活動全般
が活気に満ちて前進していることを示すと
ともに、朝鮮式社会主義の新しい勝利に
対する自信を与えていると述べ、総体的に
今年は勝利の年であるという党中央委員
会的な評価を下した。

総書記は、来年は今年に劣らずたいへ
ん膨大な闘争を展開すべき重要な年にな
ると述べ、党中央委員会は新年度計画を
ダイナミックに、前進的に、科学的に、細
部的に立派に立てて5カ年計画実行の基
礎をうち固めなければならないと語った。

総書記は総会の準備仕事に関する手
配をおこなった。

朝鮮労働党中央委員会政治局は、12
月下旬、党中央委員会第8期第4回総会
を招集することに関する決定書を採択し、
総会の議案を討議した。

朝鮮人民軍第8回軍事教育活動家
大会開催

2021年12月7日付『労働新聞』によれ
ば、朝鮮人民軍第8回軍事教育活動家
大会が同月4日～5日、平壌市の4.25文化
会館で行われた。

金正恩朝鮮労働党総書記兼朝鮮労働
党中央軍事委員会委員長が大会に出席
して指導した。大会には、模範的な軍事
教育活動家と総政治局、国防省、総参謀
部の当該の幹部、指揮官、軍種、軍団級
単位の指揮メンバーと教育保障単位の功

労ある活動家が参加した。
朴正天党朝鮮労働党中央委員会書記

と呉日晶朝鮮労働党中央委員会部長が
幹部席に就いた。国防省の指揮官と軍事
教育において功労ある活動家、教師、研
究者が幹部席に就いた。

金正恩総書記が開会の辞を述べた。
総書記は、わが党の軍事・政治幹部の候
補育成政策と方針を体して革命の教壇を
守って自分の知恵と情熱、全魂を傾けて
わが軍隊の指揮メンバー、中核の根幹を
育成することに献身しているすべての軍
事教育活動家に温かい感謝を送った。

総書記は、軍事教育を最も重視してい
る党の意図と軍事教育活動家の使命と
任務の重要性、大会の招集目的について
言及し、朝鮮人民軍第8回軍事教育活動
家大会がすべての参加者の高度の政治
的熱意と積極的な参加の下で主体的な
軍事教育発展の道程において画期的な
転換の契機、跳躍の工程になるとの確信
を表明し、開会を宣言した。

大会では、朝鮮民主主義人民共和国
国防相である李永吉陸軍大将の報告に
続いて討論が行われた。報告と討論では
軍事教育において実際の改善、実質的
な前進をもたらすための闘争を展開する
過程に教師が政治・道徳的品性と教育者
的資質を整え、軍事学校の教育条件と環
境、教育方法を一新させる活動で収めら
れた成果と経験が紹介、共有された。

党の軍事教育重視思想の正当性と生
命力を自分の単位の実際の進歩と革新と
立証するであろうという思想的覚悟が不
充分であることから現れた一連の偏向とそ
の原因が分析、総括された。

報告と討論では、すべての教育活動家
が軍事教育を一日も早くいっそうもりたてる
という覚悟と自信を持って果敢な勇気と奮
発力、尽きない熱情と闘志を発揮して軍事
教育の全般で新しい革新、大胆な創造、
絶え間ない前進を成し遂げることについて
述べられた。

大会では、党の軍事教育革命方針の
貫徹状況を基本にした軍事教育機関の
順位が発表され、模範的な単位に優勝旗
が授与された。

金正恩総書記が綱領的な結語を述べ
た。総書記は、朝鮮人民軍第8回軍事教
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育活動家大会が歴史的な党大会が提示
した雄大な闘争綱領と方針に従ってわれ
われの革命の新たな勝利の次の段階へ
移行している重大で要の時期に行われて
いると述べ、今回の大会を特別に重視し、
深い関心を払って指導している党中央軍
事委員会の戦略的意図と現情勢下での
軍事教育の重要性についてかさねて強調
した。

総書記はすべての軍事教育活動家を
党の思想と指導に限りなく忠実な真の教
育戦士に準備させ、軍事教育を徹底的に
党の思想と政策、方式通りに策定し、おこ
なうことによって学生たちを党中央に絶対
的に忠誠を尽くす指揮メンバーに育成す
べきであると述べ、そのための諸般の原則
と軍事教育の発展方向、課題と方途を宣
明した。

総書記は、軍事教育活動家が党と革
命に対して担った崇高な使命と本分を深く
自覚し、軍事教育革命遂行にこぞって総
決起、銃邁進することが重要であると述
べ、彼らが身につけるべき基本的品性に
ついて明らかにした。

総書記は、偉大なわが党のために、偉
大なわが国家と人民のために、わが革命
武力の永遠なる強大さと必勝不敗のため
に一意専心して軍事教育革命の新しい
高揚期、跳躍期を力強く開いていこうと熱
烈に呼びかけた。

金正恩総書記が閉会の辞を述べた。
総書記は、わが革命武力の歴史において
8回目に開催された軍事教育活動家大会
が参加者の高度の熱意のもとで所期の目
的を達成したことについて評価し、われわ
れの軍事教育を国家的にも最も進んだ教
育、革命武力の中核陣地強化に実質的
に寄与する教育に作らなければならないと
強調した。

総書記は、すべての参加者が大会思
想と精神を深く刻み付けて奮発し、また奮
発して党の軍事教育革命方針を貫徹する
ための闘いで画期的な新しい前進をもたら
して、革命的党軍建設、最精鋭強軍の建
設に真に寄与するとの大いなる信頼と期
待を表明した。

大会期間、参加者のための講習がおこ
なわれた。朝鮮人民軍第8回軍事教育活
動家大会は、軍事教育部門を党中央決

死擁護の赤いとりでに頑丈に固め、軍事
教育を軍建設と軍事活動、さらにはチュ
チェ革命の勝利的前進を促す力強い動
力に転換させるうえで意義深い契機となっ
たとのことである。

平安北道美術創作社が改修
2021年12月7日発『朝鮮中央通信』に

よれば、平安北道で平安北道美術創作
社が立派に改修されたとのことである。

平安南道人民消費品展示会が開か
れる

2021年12月8日発『朝鮮中央通信』に
よれば、平安南道人民消費品展示会が
同道平城市で開かれた。同展示会には道
内の中央政府に所属する軽工業工場と
道、市、郡に所属する地方工業工場をは
じめとする消費財を生産するすべての単
位が参加した。会場には800余種類、5万
3000余点の製品が陳列された。また、道
内の工場、企業所、商業部門、協同団
体、家内班で生産された一次消費品と必
須消費品が大量に出品（展示即売）され
た。また、さまざまな草物製品と水産物加
工品、鉄製日用品、木材加工品や山で採
れた果実や堅果類で作られた食品も展示
されたとのことである。

煕川タイル工場が竣工、竣工式開催
2021年12月7日付『労働新聞』によれ

ば、慈江道煕川市に道内の幹部と勤労者
の献身的な努力によって煕川タイル工場
が建設され、竣工した。竣工式が同月12
日、現地で行われた。

慈江道党委員会ハン・チルソン書記、関
係部門、タイル工場活動家、従業員、建
設者がこれに参加した。竣工の辞をリ・ヒョ
ングン道人民委員会委員長が述べた。

演説者は、金正恩総書記が江界市と
満浦市建設総計画を指導しながら道に建
材生産基地を立派に整え、各道にタイル
工場を建設するよう課題を課したことにつ
いて言及した。彼は党の志を体し、道内
の幹部と技術者が実地踏査をおこなった
ところに基づいて原料埋蔵量が豊富な煕
川市に敷地を定め、短期間に設計を完成
したし、建設を本格的に推し進めたと語っ
た。

工事を行った煕川市建設旅団突撃隊
員と市内の工場、企業所から駆けつけた
建設者が連続攻撃戦を突きつけて1年も
ならない期間に建築工事を完成したことに
ついて彼は言及した。彼は道内の冶金工
場と満浦8月2日セメント工場、林業部門の
労働者たちが増産闘争を力強く展開して
セメントと鋼材、木材など建設資材を適時
に確保して工事に寄与したと語った。

また、タイル工場と関連単位の技術者、
技能工が互いの創造的知恵を合わせて
油圧プレスをはじめとする数十種の設備を
自らの技術と材料で制作設置して完工期
日を早めたことについて彼は言及した。

彼は工場の幹部と従業員が道の建設
事業で重要な位置を占めているという自覚
を抱いて生産正常化の炎を激しく燃え上
がらせて多様化、多種化された良質の製
品を多く生産すべきであると語った。

演説者はすべての幹部と勤労者が党
第8回大会と共和国政府の施政方針で
提示された戦闘的課題を貫徹して社会主
義経済建設で実際の変化、実質的な前
進を成し遂げることについて強調した。

竣工式が終わった後、参加者は工場を
見て回った。

最高人民会議常任委員会第14期
第18回総会開催

2021年12月15日付『労働新聞』によれ
ば、最高人民会議常任委員会第14期第
18回総会が同月14日、平壌の万寿台議
事堂で行われた。崔竜海最高人民会議
常任委員会委員長が総会を司会した。カ
ン・ユンソクおよびパクヨンイル最高人民会
議常任委員会副委員長、コ・ギルソン書記
長をはじめ最高人民会議常任委員会委
員が総会に参加した。最高人民会議常任
委員会と内閣事務局、省・中央機関の当
該幹部が傍聴した。

総会では最高人民会議招集に関する
問題、沿海および河川運輸法、建設設計
法、財産執行法採択に関する問題などが
議案として上程された。

まず最高人民会議第14期第6回会議
招集を2022年2月6日に招集することに関
する最高人民会議常任委員会決定が全
会一致で採択された。

次に朝鮮民主主義人民共和国沿海お
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よび河川運輸法、建設設計法、財産執行
法の基本内容に対する報告があった。

沿海および河川運輸法には船舶輸送と
ドック建設、航空路管理などを近代化、情
報化、科学化し、これに対する指導統制を
強めることをはじめ人民経済の輸送需要
と人民の交通上の便宜を図るために関連
部門で守らなければならない原則的問題
が規制されている。

建設設計法には国家の建設政策に合
うように建設設計の作成と審議、承認を経
済建設と人民生活向上に寄与できるよう
に正しくし、設計の科学化水準を高めるう
えで提起される法律的要求が反映されて
いる。

財産執行法には財産に対する判決、判
定、裁決、決定の執行で規律と秩序を立
てて機関、企業所、団体と公民の民事上
の権利と利益を保障することについて、財
産執行申請と執行文発給、手順と方法、
法律的責任に関する問題が具体的に明
示されている。

総会は上程された法草案を研究審議
し、朝鮮民主主義人民共和国沿海および
河川運輸法と朝鮮民主主義人民共和国
建設設計法、朝鮮民主主義人民共和国
財産執行法を最高人民会議常任委員会
政令として採択した。

金正日総書記逝去10周年追慕大会
が各地で開かれる

2021年12月18日発『朝鮮中央通信』に
よれば、同月17日、北朝鮮各地で金正日
総書記逝去10周年追慕大会が開かれ、
正午に黙祷が捧げられたとのことである。

海州市ノート工場竣工
2021年12月21日付『労働新聞』によれ

ば、海州市の幹部と勤労者がノート工場を
建設した。原料の国産化、再資源化を実
現し、省力型、省エネ型、環境保護型の
生産工程が立派に具備されたノート工場
が建てられることによって市内の子供と学
生に良質のノートを生産、供給できる土台
が整えられた。

市では強力な建設集団を組織し、資材
と仕上げ建材を先行させるための実務的
対策を先に立たせる一方、突撃隊員の
熱意を奮い立たせて従来の古びた建物を

そっくり取り除き、立体戦を繰り広げて骨組
工事と内モルタル塗り、貯留池建設を完成
した。

また構内コンクリート舗装と歩道のブロッ
ク敷き、数千㎡の緑地を造成して工場の
面ぼうを一新させたし、市内の工場、企業
所などでも物心両面の惜しみない支援で
工事を促すことに寄与した。

工場の従業員は当該部門の研究者と
の緊密な連携の下に多機能抄紙機、運
転操作盤をはじめとする7種に10余台の
設備を成果的に制作設置した。

竣工式が同月20日、現地で行われた。
リ・ユンジェ黄海南道党委員会書記、関係
部門、ノート工場幹部、従業員、海州市内
の勤労者がこれに参加した。

竣工の辞をキム・ヨンチョル道人民委員
会委員長が述べた。

演説者はわれらの子どもたちは億万の
富の金銀財宝にも例えられない貴重な宝
であり、希望と未来のすべてだといい、限り
ない献身と労苦を重ねていく金正恩総書
記の崇高な次世代愛によって海州市ノー
ト工場が立派に立ち上がったことについ
て言及した。

彼は工場の幹部と従業員が党の恩情
の中で整えられた設備の正常管理を責任
的におこない、生産活性化のうなりを激しく
響かせて良質のノートをより多く作り、子供
と学生に供与すべきだと強調した。

竣工式の終わった後、参加者は工場を
見て回った。

黄海南道に保健医療酸素供給所が
新たに建設

2021年12月23日付『労働新聞』によれ
ば、黄海南道に保健医療酸素供給所が
新たに建設された。竣工式が同月22日、
現地で行われた。パク・テソプ黄海南道党
委員会書記、関係部門、保健医療酸素
供給所の活動家、従業員がこれに参加し
た。キム・ヨンチョル道人民委員会委員長
が竣工の辞を述べた。

演説者は人民の健康増進をいつも気遣
う金正恩総書記が保健医療酸素供給所
を建設するようにした教えについて言及し
た。保健医療酸素供給所の幹部と従業
員は人民に対する献身的奉仕精神を身に
つけて技術・技能水準を絶えず高めて衛

生学的基準に適する良質の酸素価供給
されるように監視システムを厳格に立てる
べきであろうと彼は述べた。

演説者は道内のすべての幹部と勤労
者が党第8回大会決定と共和国政府の
施政方針を体して飛躍と革新の歩幅を大
きく踏み出し、経済建設と人民生活向上
に積極的に寄与することを強調した。

竣工式が終わった後、参加者は保健医
療酸素供給所を見て回った。

1万2000t 級貨物船「長寿山」号
出港式開催

2021年12月24日付『 労働新聞 』によ
れば、南浦市の嶺南船舶修理工場で新
たに建造した1万2000t 級貨物船「長寿
山」号出港式が同月23日現地で行われ
た。呉秀容朝鮮労働党中央委員会書記、
楊勝虎内閣副総理とカン・ジョングァン陸・
海運相、関係者、嶺南船舶修理工場の
活動家と従業員がこれに参加した。

出港式では嶺南船舶修理工場労働
者、技術者と幹部に送る朝鮮労働党中央
委員会感謝文を呉秀容書記が伝達した。

朝鮮労働党中央委員会は感謝文で党
第8回大会で決定した5カ年計画の初年
の課題を輝かしく完遂するための労力闘
争が力強く繰り広げられている時期に嶺
南船舶修理工場で1万2000t 級貨物船を
建造する成果が収められたことについて
指摘した。

専門造船基地でもない船舶修理工場
で1万 t 以上級の貨物船を遜色なく建造し
たのは党決定を神聖で、栄誉ある革命課
業と見なし、完璧に貫徹するために献身的
にたたかった嶺南労働者たちの非常な政
治的熱意と限りない愛国心、頑強な攻撃
精神が生んだ誇らしい結実であると感謝
文は強調した。

感謝文は予想できない難題が数多く提
起されたが、工場の労働者たちは党の信
頼ならばできないことがないという確固たる
信念と自力で前途を開拓していこうとする
不屈の精神力を抱いて科学技術に基づ
いた自力更生の炎を激しく燃え上がらせた
と指摘した。

貨物船建造のための日々にどんなむず
かしい造船課題も十分に司どってやり遂げ
られる技術人材力量が育ち、工場の物質
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的・技術的土台がいっそう強化されたのは
われわれの海運業をより高い段階に跳躍
させられる貴重な元手を用意した最大の
成果であると感謝文は強調した。

朝鮮労働党中央委員会は国の海上運
輸発展を奮い起こすもうひとつの富を創造
して党中央委員会第8期第2回総会決定
を立派に貫徹し、試練と難関の前に屈す
ることを知らない革命的労働者たちのたく
ましい気象と力を誇示した嶺南船舶修理
工場労働者、技術者と幹部に深い感謝と
激励の挨拶を送った。

感謝文は嶺南船舶修理工場には引き
続き前進し、発展して新型の貨物船を建
造し、嶺南地区を近代的な造船基地に転
変させなければならない課題が提起され
ていると指摘した。

科学技術重視、人材重視を工場の前
途に関連された死活的要求に推し、自分
の技術力を絶えず増し、新しい技術工程
を整えるための活動を段階別にきちんと展
開して5カ年計画期間をわが国屈指の造
船基地として工場の面ぼうを一新させる
変革の5年になるようにすべきであると感謝
文は強調した。

朝鮮労働党中央委員会は感謝文で嶺
南船舶修理工場の労働者、技術者と幹
部が生産土台を拡大強化するための活
動と貨物船建造および修理で飛躍的な革
新を起こすことによって党と社会主義祖国
を自力自強の精神と頑強な実践力で支え
てきた誇らかな歴史と伝統を限りなく輝か
して行くであろうという確信を表明した。

出港式ではカン・ジョングァン陸・海運相
の出港の辞に続いてチェ・サンチョル陸・海
運省次官、リ・デソン嶺南船舶修理工場支
配人、リ・ヨンチョル陸・海運省海運管理局
技師長が討論した。出港式では決意文が
採択された。続けて参加者は新たに建造
された貨物船を見て回った。

朝鮮労働党中央委員会第8期第4回
総会
『 労働新聞 』2021年12月28日～2022

年1月1日付によれば、朝鮮労働党中央委
員会第8期第4回総会が2021年12月27日
～31日に開催された。

第1日目の12月27日には、金徳訓内閣
総理による2021年度主要党および国家政

策の実行状況の報告があり、それに対す
る部門別討論を通じて、21年度の総括が
行われ、22年度の活動計画に関する問題
が討議された。同日には金正恩総書記の

「歴史的な」結語「2022年度党と国家の
活動方向について」が出された。

第2日目の12月28日には、「社会主義
農村問題の正しい解決のための当面の
課題について」が討論され、金正恩総書
記による「社会主義農村の発展において
重大な変革的意義を持つ歴史的な報告」
が行われ、これが「新しい社会主義農村
建設綱領」と呼ばれた。また、部門別分科
を組織し、研究および協議に入った。

第3日目の12月29日には、部門別分科に
よる研究および協議が続けられた。また、
第2の議案「2021年度の国家予算執行
状況と2022年度の国家予算案について」
の討議のための国家予算審議グループも
組織されて、文書の草案が研究された。

第4日目の12月30日には、部門別分科
研究および協議会を締めくくり、決定書の
草案に補足する建設的な意見を取りまと
めて最終審議が行われた。

最終日の12月31日には、その他の議題
が討論され、決議書が採択された。
『労働新聞』2022年1月1日付の「偉大

なわが国家の富強・発展とわが人民の福
利のためにいっそう力強く闘っていこう―
朝鮮労働党中央委第8期第4回総会に関
する報道」で、対外関係や南北関係に言
及しているのは「結語は、多事にわたる変
化の多い国際政治情勢と周辺環境に対
処して北南関係と対外活動部門で堅持
すべき原則的問題と一連の戦術的方向
を提示した。」くだりだけであり、その他は
すべて国内問題に対する言及であった。
詳細については、本号の論文「朝鮮労働
党中央委員会第8期第4回総会から見る
北朝鮮経済の変化」を参照されたい。

国防科学院が極超音速ミサイル試射
2022年1月6日付『 労働新聞 』によれ

ば、朝鮮民主主義人民共和国国防科学
院は同月5日、極超音速ミサイルの試射を
行った。

朝鮮労働党中央委員会軍需工業部と
国防科学部門の当該指導幹部が試射を
参観した。同報道によれば、極超音速ミサ

イル部門での相次ぐ試験成功は、党第8
回大会が示した国家戦略武力の近代化
課題を促し、5カ年計画の戦略兵器部門
の最優先5大課題の中の最も重要な中核
課題を完遂するという戦略的意義を持つ。
党中央は、試射の結果に大きな満足の意
を表し、当該国防科学研究部門に熱烈な
祝賀を送った。

国防科学院は試射で、ミサイルの能動
区間の飛行制御性と安全性を再確認し、
分離した極超音速滑空飛行戦闘部に新
しく導入された側面機動技術の遂行能力
を評価した。ミサイルは発射後、分離して
極超音速滑空飛行戦闘部の飛行区間で
初期発射方位角から目標方位角へ120㎞
を側面機動して700㎞に設定された標的
を誤差なく命中した。また、冬季の気候条
件の下での燃料アンプル化系統に対する
信頼性も検証した。試射を通じて多階段
滑空跳躍飛行と強い側面機動を結合した
極超音速滑空飛行戦闘部の制御性と安
全性がはっきり誇示されたとのことである。

再び極超音速ミサイル試射、金正恩
総書記が現地で参観

2022年1月12日付『労働新聞』によれ
ば、同月11日、金正恩総書記が国防科学
院が行った極超音速ミサイルの試射を参
観した。趙甬元党中央委員会組織書記と
党中央委員会の当該部署の各副部長、
国防科学部門の指導幹部が試射を共に
参観した。

朝鮮労働党第8回大会は、国の戦争抑
止力をよりいっそう強化するために国防科
学研究部門に極超音速ミサイル部門を優
先的に発展させることに関する戦略的課
題を提示したし、党中央は党大会の課題
を貫徹するために極超音速兵器システム
開発の全過程を力強く導いた。

金正恩総書記は、試射に先立って国防
科学院の院長から極超音速ミサイル兵器
システムに関する総合的な解説を聴取し
た。

試射は、開発された極超音速兵器シス
テムの全般的な技術的特性を最終的に
実証するところに目的を置いて行われた。

発射されたミサイルから分離された極超
音速滑空飛行戦闘部は、距離600キロ
メートル辺りから滑空再跳躍し、初期発射
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方位角から目標点方位角へ240キロメート
ル強い旋回機動を遂行して1000キロメー
トル水域の設定標的を命中した。最終試
射を通じて、極超音速滑空飛行戦闘部の
優れた機動能力がいっそうはっきり実証さ
れた。

金正恩総書記は、朝鮮労働党第8回大
会が示した国防力発展5カ年計画の中核
5大課題のうち、最も重要な戦略的意義を
持つ極超音速兵器開発部門で大成功を
収めたミサイル研究部門の科学者、技術
者、活動家と当該の党組織の実践的成果
を高く評価し、党中央委員会の名で特別
感謝を与えた。

金正恩総書記は、国の戦略的な軍事
力を質量共に、持続的に強化し、わが
軍隊の近代性を向上させるための闘いに
いっそう拍車をかけなければならないと述
べ、国防科学研究部門はわが党の国防
発展政策と戦略的方針を高く掲げて国の
戦争抑止力を非常に強化するための歴
史的な聖業で引き続き立派な成果をもたら
すべきであると鼓舞、激励した。

金正恩総書記は、同日、極超音速兵器
研究開発部門の中核メンバーを党中央委
員会の本部庁舎に呼んで熱烈に祝い、今
後も相次ぐ先端国防科学研究成果をもっ
て国の戦争抑止力を強化し、わが国家の
自主権と安全を頼もしく保証していくとの大
きな期待と確信を表明し、意義深い記念
写真を撮った。

米国、北朝鮮の貿易関係者らに制裁
2022年1月13日付『日本経済新聞』に

よれば、米国財務省は同月12日、北朝鮮
の大量破壊兵器や弾道ミサイル開発に関
わったとして、北朝鮮国籍の個人5人に制
裁を科したと発表した。5人はロシアや中国
で貿易や資材調達を担当したとのことであ
る。

5人とは別に米国国務省は12日、北朝
鮮の大量破壊兵器などの拡散に関わった
として北朝鮮国籍の個人1人とロシア国
籍の1人、ロシアの1団体も制裁対象に加
えた。ブリンケン国務長官は「あらゆる手
段」を使って、北朝鮮のミサイル開発など
に対処すると説明したとのことである。

鉄道機動ミサイル連隊、検閲射撃訓練
2022年1月15日付『労働新聞』によれ

ば、平安北道鉄道機動ミサイル連隊の実
戦能力判定のための検閲射撃訓練が同
月14日に行われた。

朝鮮人民軍指揮成メンバーと国防科学
院の指導幹部が平安北道鉄道機動ミサ
イル連隊の検閲射撃訓練を指導した。検
閲射撃訓練は鉄道機動ミサイル連隊戦
闘員の戦闘準備態勢を検閲し、火力任務
遂行能力を高める目的で行われた。

鉄道機動ミサイル連隊は14日午前、総
参謀部から不意に火力任務を受諾し、迅
速に指摘された発射地点へ機動して2発
の戦術誘導弾で朝鮮東海上の設定目標
に命中させ、打撃した。講評では、訓練で
迅速な機動性と命中性を保障した平安北
道鉄道機動ミサイル連隊の戦闘動員態勢
が高く評価されたし、全国的な鉄道機動ミ
サイル運用システムを定立し、朝鮮式の鉄
道機動ミサイル戦法をいっそう完成するた
めの方途的問題が討議されたとのことで
ある。

江界高麗薬工場改修
2022年1月15日付『労働新聞』によれ

ば、慈江道に江界高麗薬工場が新たに
改修された。同工場では原料投入から製
品包装に至るまで、無菌化、無塵化が実
現されているとのことである。同工場で生
産されているセリエキス、エゾウコギエキ
ス、茵陳蒿（カワラヨモギ）肝炎錠剤をはじ
めとしたさまざまな高麗薬（漢方薬）は治
療効果がよいとして好評だそうである。

朝鮮労働党中央委員会第8期第6回
政治局会議開催

2022年1月20日付『労働新聞』によれ
ば、朝鮮労働党中央委員会政治局は、党
と国家の当面の活動と重要政策的問題
を討議、決定するために同月19日、党中央
委員会本部庁舎で第8期第6回会議を招
集した。

金正恩朝鮮労働党総書記が会議に出
席した。会議には朝鮮労働党中央委員会
政治局常務委員会委員と党中央委員会
政治局委員、委員候補が出席した。

金正恩総書記が会議を司会した。
政治局会議はまず、金日成主席生誕

110周年と金正日総書記生誕80周年を盛
大に祝う問題を討議した。政治局会議で
は、歴史的な今年の太陽節と光明星節
が金日成主席と金正日総書記が切り開き、
導いてきたチュチェ革命偉業を党の指導
に従ってあくまで継承し、完成しようとする
わが人民の確固不動の信念をいっそう固
くし、チュチェ110年代を朝鮮式社会主義
の全面的発展を成し遂げる勝利者の年
代に輝かそうとするすべての党員と人民
の非常に高い熱意と革命的気概を全世
界に誇示する重要な政治的契機になるよ
うにすることについて強調された。

党中央委員会政治局は、金日成主席生
誕110周年と金正日総書記生誕80周年を
祖国の歴史に末永く輝く勝利と栄光の大
祝典として盛大に祝うための党と国家機関
の任務を詳細に手配した。会議では、朝鮮
労働党中央委員会政治局決定書「偉大
な領袖金日成同志の生誕110周年と偉大
な指導者金正日同志の生誕80周年を盛
大に祝うことについて」が採択された。

政治局会議では次に、現朝鮮半島周
辺情勢と一連の国際問題に対する分析
報告を聴取し、今後の対米対応方向を討
議した。会議では最近、米国がわが国家
の正しい主権行使に不当に言い掛かりを
つけて無分別に策動していることに関する
資料が通報された。

米国は朝米首脳会談以降、近年だけで
も自分らが直接中止を公約した合同軍事
演習を数百回にわたって行い、各種の戦
略兵器試験をおこなう一方、先端軍事攻
撃手段を南朝鮮に搬入し、核戦略兵器を
朝鮮半島周辺地域に投入してわが国家
の安全を重大に脅かした。

また、わが国家を悪らつに中傷、冒涜し
ながら、およそ20余回の単独制裁措置を
講じる妄動を働き、特に現米行政府はわ
れわれの自衛権を骨抜きにするための策
動に執ように続けている。

諸般の事実は、米帝国主義という敵対
的実体が存在する限り、対朝鮮敵視政策
は今後も持続するということを再度はっきり
と実証している。

党中央委員会政治局は、シンガポール
朝米首脳会談以降、われわれが朝鮮半
島の情勢緩和の大局面を維持するために
傾けた誠意ある努力にもかかわらず、米国
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の敵視政策と軍事的脅迫がこれ以上、黙
過できない危険ラインに至ったと評価し、米
帝国主義との長期的な対決により徹底的
に準備しなければならないと一様に認めな
がら、国家の尊厳と国権、国益を守り抜く
ためのわれわれの物理的力をより頼もしく、
確実に固める実際の行動へ移るべきであ
ると結論した。

政治局会議は、米国の日増しにひどく
なっている対朝鮮敵対行為を確固と制圧
できるより強力な物理的手段を遅滞なく強
化し、発展させるための国防政策課題を
再度手配するとともに、われわれが先決的
に、主動的に講じた信頼構築措置を全面
再考し、暫定的に中止していたすべての
活動を再稼動させる問題を迅速に検討す
ることに対する指示を当該部門に与えた。

政治局会議で採択された当該決定は、
革命発展の切実な要求と現在の情勢の
下でわが国家の存立と自主権を頼もしく保
証するための時宜にかなった正当な措置
となるとのことである。

この決定は、米国との対話の可能性を
開くために、米国が嫌う大陸間弾道ミサイル

（ICBM）やその他の弾道ミサイル、巡航
ミサイル等の発射を控える路線を大きく転
換する可能性のある決定であり、今後北
朝鮮は人工衛星や ICBM の発射実験な
ども含めた核抑止力、通常兵器による抑
止力を高めるための開発を公開的に行っ
ていくことになる可能性が高い。他方、北
朝鮮の対米対処原則である「強対強、善

対善」は、米国が北朝鮮との新たな関係
を樹立する意思を見せ、北朝鮮が考える
「対朝鮮敵対視政策」を放棄すれば対
話に応じることを否定していない。しかし、
米国が北朝鮮を威嚇したり、厳しい制裁を
続けたりすることで、自ら折れてくることを期
待するとすれば、長期間の制裁に耐えてい
く覚悟をしている北朝鮮の態度を変えるこ
とは難しいのではないか。

国防科学院が重要武器試験
2022年1月28日付『労働新聞』によれ

ば、朝鮮民主主義人民共和国国防科学
院は同月25日と27日、長距離巡航ミサイル
システム更新のための試射と地対地戦誘
導弾常戦闘部の威力を実証するための
試射をそれぞれおこなった。朝鮮労働党
中央委員会軍需工業部の幹部と国防科
学院の指導幹部が、現地で重要武器の
試射を指導した。

国防科学院は25日、長距離巡航ミサイ
ルシステムの更新のための試射をおこなっ
た。発射された2発の長距離巡航ミサイル
は、朝鮮東海上の設定された飛行軌道に
沿って9,137秒を飛行して1,800㎞界線の
標的の島に命中した。

国防科学院は、27日、地対地戦誘導弾
常戦闘部の威力を実証するための試射を
おこなった。発射された2発の戦術誘導弾
は、標的の島を精密打撃し、常用戦闘部
の爆発威力が設計上の要求を満たしたこ
とが実証された。

同報道によれば、国防科学院は、傘下ミ
サイル戦闘副研究所が今後も引き続き相
異なる戦闘的機能と使命を果たす威力あ
る戦闘部を開発すると明らかにした。また、
兵器システムの成功裏の試射結果は、党
中央委員会に報告され、高い評価をうけた
とのことである。

地対地中長距離弾道ミサイル
「火星12」型検収射撃試験

2022年1月31日付『労働新聞』によれ
ば、朝鮮民主主義人民共和国国防科学
院と第2経済委員会をはじめとする当該機
関の計画に従って同月30日、地対地中長
距離弾道ミサイル「火星12」型の検収射
撃試験が行われた。検収射撃試験は、生
産、装備されている地対地中・長距離弾道
ミサイル「火星12」型を選択、検閲して全
般的なこの兵器システムの正確性を検証
するところに目的をおいて行われた。

国防科学院は、周辺国家の安全を考慮
して、わが国の西北部地区から朝鮮東海
上に最大高角発射システムで射撃試験を
行った。国防科学院はミサイル戦闘部に
設置された撮影機で宇宙から撮った地球
の画像資料を公開した。国防科学院は、
生産される「火星12」型兵器システムの
正確性と安全性、運用効率を確認したと
のことである。
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